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　「会社四季報」などを出版する東洋経済新
報社が、さまざまな分野の統計情報を元に、
全国の市や特別区が持つ「都市力」を毎年数
値として表している「住みよさランキング」。
本市は、県内において2015年から４年連続
１位を獲得しています。
　人口当たりの病院数や介護老人施設定員
数、年少人口増減率などから表す「安心度」や、
人口当たりの小売業年間販売額、大型店舗面
積などで表す「利便度」で、特に高い評価を
受けています。

㈱九州コガネイ

大磯 一
いっ

生
せい

さん（高木町）

　市出身で、都城高専を卒業後、県外へ進学。広
島県で14年間働いていました。長男ということ
もあり、いつか都城に帰りたい思いがありました。
そして、妻の勧めもあり、今年３月にＵターン。
　県のＵＩＪターンセンターから市の移住相談窓
口を紹介され、助成金や空き家情報などを相談し
ました。そのとき、近隣の市や町と比べ、サポー
トの種類が多く充実していることを感じました。
特に、引っ越し時の補助金は、とても助かりました。
　Ｕターンしたことで、通勤時間が短くなり、家
族との時間が増え、何より、子育ての時間が充実
したことを喜んでいます。

家族と過ごす時間が
増え、充実した毎日
を過ごしています

住みよさランキング県内順位
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Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援

　
市
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
す
る
積
極
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
や
福
岡

市
な
ど
で
暮
ら
す
家
族
や
友
人
に
、
ぜ

ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
座
談
会

　
曽
於
市
や
志
布

志
市
、
三
股
町
お

よ
び
市
内
の
企
業

と
連
携
し
、
福
岡

県
で
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
な
ど
に
、
本

市
の
働
く
場
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る

た
め
の
就
職
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
座
談
会
に
は
、
地
元
企
業
20
社
が

参
加
。
時
間
に
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、

十
分
な
情
報
収
集
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
23
日
㈯
　
13
時
～
17
時
、

　
　
　
　
２
月
24
日
㈰
　
10
時
～
15
時

◦
場
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
１-

４-

２
）

●
就
職
に
関
す
る
県
外
の
相
談
窓
口

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
支
援
す
る
た
め
、

市
で
は
東
京
や
福
岡
市
、
九
州
各
県
の
計

９
箇
所
に
「
都
城
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
、
企
業
情

報
を
提
供
し
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
が
、
市
の
移
住
・
定
住
施
策
の
紹

介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。

充
実
！
　
助
成
制
度

●
転
職
応
援
補
助
金

　
Ｕ
タ
ー
ン
転
職
を
機
に
市
へ
転
入
し
、

市
内
の
事
業
所
へ
正
社
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
人
に
対
し
て
、
1
世
帯
最
大
１
０
０

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦�

転
居
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
40
万
円
）

◦�

家
賃
1
年
分
の
50
㌫
以
内
（
上
限
60
万

円
）

●
お
試
し
滞
在
制
度

　
仕
事
や
住
居
を
探
す
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
た
め
の
活
動
を
行
う
目
的
で
本
市
に
滞

在
す
る
人
に
対
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料

50
㌫
以
内
（
一
日
当
た
り
上
限
２
、５
０

０
円
、
最
大
３
日
間
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
が
「
空
き
家
等
情
報

バ
ン
ク
」
の
登
録
物
件
を
購
入
し
、
改
修

工
事
や
不
要
物
の
撤
去
を
行
う
際
に
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◦
改
修
費
用
の
50
㌫
以
内（
上
限
50
万
円
）

◦�

不
要
物
撤
去
費
用
の
50
㌫
以
内
（
上
限

10
万
円
）

空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク

　
市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め「
都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
や
売
却
を

検
討
し
て
い
る
空
き
家
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

トピック

12広報 都城 平成30年12月号

　市では、人口減少対策のため、市外からの移住・定住を促
すさまざまな支援制度を用意しています。今回は、都市部な
どからのＵターンに焦点を当てて特集します。
　正月の帰省の際、ふるさと「都城」を離れて暮らす家族や
友人に「都城へ帰っておいでよ」と、声掛けくださいね。

◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

帰っておいでよ、
ふるさとへ。

思
い
が
募
る
ふ
る
さ
と
で
の「
暮
ら
し
」

　
大
学
進
学
や
就
職
を
機
会
に
、
ふ
る
さ

と
都
城
を
遠
く
離
れ
て
都
会
で
働
く
人
々
。

「
親
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
」「
自
然
豊

か
な
環
境
で
子
育
て
が
し
た
い
」「
都
会

の
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
た
い
」
な
ど
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
で
暮
ら
す
親
た
ち
は
、

年
を
重
ね
る
と
、
子
ど
も
に
側
に
い
て
ほ

し
い
と
思
い
を
強
め
る
も
の
で
す
。

地
方
で
の
暮
ら
し
は
不
便
？

　
都
会
で
暮
ら
す
人
が
、
い
ざ
、
地
方
で

の
暮
ら
し
を
考
え
る
と
「
ど
の
よ
う
な
仕

事
が
あ
る
か
知

ら
な
い
・
分
か

ら
な
い
」「
給

料
が
下
が
る
こ

と
で
生
活
で
き

る
か
」「
住
宅

の
確
保
や
転
居

費
用
」
な
ど
の

不
安
に
直
面
し

ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
城

　
人
口
16
万
１
、９
８
８
人
（
11
月
現
在

現
住
人
口
）
の
本
市
は
、
九
州
で
12
番
目

の
地
方
都
市
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
畜
産
業
を
中
心
に
、
製
造
品
等

出
荷
額
が
県
内
１
位
の
製
造
業
や
、
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
も
盛
ん
で
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
産
業
構
造
で
あ
り
、
働
く
場
が
多
い

こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
産
科
医
と
都
城
医
療
セ

ン
タ
ー
が
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
出

産
に
ま
つ
わ
る
周
産
期
医
療
体
制
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
保
育
園
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
。
安
心
し

て
子
ど
も
を
預

け
、
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
が
整

っ
て
い
る
な
ど
、

若
い
世
代
に
と
っ

て
も
、
生
活
す
る

上
で
魅
力
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

市
の
相
談
窓
口

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
支
援
制
度

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と「
都
城
」

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を

検
討
し
て
い
る
家

族
や
友
人
が
い
た

ら
、
市
の
移
住
相

談
窓
口
（
総
合
政

策
課
☎
23-

７
１

６
１
）へ
、
ぜ
ひ
、

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ｕターン情報満載！
都城市移住定住支援サイト
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アルコール度数 5％

アルコール度数 40％ アルコール度数 14％

お
酒
を
飲
む
な
ら
、

「
爽
快
で
陽
気
に
な
る
」ま
で

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
脳
が
ま
ひ
す

る
「
酔
い
」
の
状
態
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
血

中
濃
度
に
よ
っ
て
、
爽
快
期
、
ほ
ろ
酔
い

期
、
酩め

い

酊て
い

初
期
、
酩
酊
期
、
泥
酔
期
、
昏こ

ん

睡す
い

期
の
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
酒

を
楽
し
く
感
じ
る
の
は
「
爽
快
期
」
ま
で

で
す
。「
ほ
ろ
酔
い
期
」
を
超
え
る
と
吐

週
に
２
日
は「
休
肝
日
」

　
適
量
で
も
、
毎
日
お
酒
を
飲
む
こ
と
は

身
体
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
週
に
２
日
は

休
肝
日（
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
）を
設
け
、

肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
体
に
負
担
を
か
け
ず
、
楽
し
く
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

適
正
飲
酒
の
す
す
め

き
気
が
す
る
な
ど
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る

人
や
女
性
、
高
齢
者
は
早
く
ほ
ろ
酔
い
期

に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。ほろ酔い期までの酔いの状態

アルコール
血中濃度（%） 酒量 酔いの状態

爽快期
（0.02〜0.04）

ビール中瓶１本
まで
焼酎0.7合まで
日本酒1合まで

◦�爽快で、陽気に
なる
◦�皮膚が赤くなる
◦�判断が少し鈍く
なる

ほろ酔い期
（0.05〜0.10）

ビール中瓶2本
まで
焼酎1.4合まで
日本酒2合まで

◦�ほろ酔い気分に
なる
◦�体温が上昇し、
脈が速くなる
◦�自制心が緩む

ビール
中瓶1本
（500㎖）

アルコール度数 20％

焼酎
0.7合
（125㎖）

ウイスキー
アルコール度数 15％

日本酒
１合

（180㎖）

ダブル１杯
（60㎖）

ワイン
1/4本

（約180㎖）

1日の
適度な飲酒量
の目安

　
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機
会
の
多
い
12
月
は
、
飲
酒
運
転

検
挙
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
の
力
で

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23-

７
１
８
３

検
挙
者
数
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
今
年
10
月
末
現
在
、
都
城
警
察
署
管

内
の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
58
件
で
、

昨
年
同
時
期
よ
り
も
16
件
増
加
。
県
内

13
警
察
署
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
奪
い
人
生
を
狂
わ
す

　
飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
の
命
を
奪
う

だ
け
で
は
な
く
、
被
害
者
家
族
の
人
生

を
一
瞬
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
た
加
害
者
は
行
政
処
分

や
刑
罰
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
的
地
位
や
財
産
も
失
い
ま
す
。
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
人
生
を
も

変
え
て
し
ま
う
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
結
果
に
な
り
ま
す
。

同
乗
者
な
ど
も
重
罪
で
す

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
、
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯

罪
行
為
で
す
。
車
両
・
酒
類
の
提
供
者

や
、
同
乗
者
に
も
厳
し
い
刑
罰
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

地
域
や
職
場
で
の
意
識
向
上
！

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座

で
「
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
街
づ
く

り
」
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識
を
、
地
域
や

職
場
で
高
め
ま
せ
ん
か
。

飲酒運転検挙者の特徴（平成30年1月～9月）
1月～9月の検挙件数50件のうち、45件の特徴を掲載

検挙時間 飲酒した場所

飲食店
25件
56%

1～3時
11件
24％

22～24時
8件
18％

19～21時
6件
13％

4～6時
5件 11％

16～18時
4件 9％

7～9時
3件 7％

10～
12時
7件 16％

自宅
15件
33%

その他
4件 9％

不明 1件 2％13～15時
1件 2％

14広報 都城 平成30年12月号

１
月
は
償
却
資
産
の
申
告
月
で
す

償
却
資
産

　
固
定
資
産
税
の
「
償
却
資
産
」
と
は
、

土
地
や
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使
う
設
備

な
ど
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築
物
や
機

械
、
器
具
、
備
品
な
ど
が
償
却
資
産
に
当

た
り
、
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
償
却
資
産
は
全
て
申
告

　
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
評
価
額

（
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
て
減
価
償
却
を

考
慮
し
た
金
額
）
の
合
計
が
１
５
０
万
円

未
満
の
場
合
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

　
所
有
し
て
い
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で

す
。 　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
（
事
業
主
）
は
、
毎
年
、
１
月
１
日
現
在
の
償
却

資
産
の
所
有
状
況
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
資
産
税
課
　
☎
23-

２
１
２
４

●
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

　
正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な
い
、
虚
偽

の
申
告
を
す
る
な
ど
の
行
為
は
、
罰
金
な

ど
の
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
外
の
も
の

　
事
業
用
で
使
用
す
る
自
動
車
の
よ
う
に

自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。

申
告
の
方
法

　
市
が
送
付
す
る
申
告
書
に
、
平
成
31
年

１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況

を
記
入
し
、１
月
末
日
ま
で
に
資
産
税
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
や
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

建物の新築・増築や
取り壊しの届け出
　住宅や店舗、倉庫、車庫、
サンルームなど建物の所有者
（１月１日現在）に課税しま
す。
●建物を新築・増築したとき
　工事が終了した建物は、現
地調査を行います。また、以
前に建築されたもので未調査
の建物は、調査が必要ですの
で連絡ください。
●建物を取り壊したとき
　一部取り壊しも含め、建物
を取り壊したときは連絡くだ
さい。
※�連絡がない場合、そのまま
課税されます

受
賞
者
の
功
績
と
紹
介

【
文
化
功
労
部
門
】

●
霧
之
会（
上
東
町・橋
本
耕
二
会
長
）

　
霧き

り

之の

会か
い

は
昭
和
43
年
に
結
成
さ
れ
、

都
城
文
化
誌
「
霧
」
を
年
２
回
発
行
。

今
年
１
月
に
は
創
立
50
周
年
、
創
刊
１

０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
寄
稿
者
数
２
５
０
人
、
掲
載
作
品
数

６
、８
０
０
点
を
数
え
、
本
市
の
み
な

ら
ず
県
の
文
芸
文
化
の
振
興
に
お
い
て

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
都
城
の
文
化
に
関
す
る
歴
史

や
文
芸
作
品
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
文
化
活
動
の
歴
史
的
記
録
保

存
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
芸
活
動
を
通
し
て
人
材

育
成
に
も
寄
与
し
、
同
会
よ
り
都
城
市

文
化
賞
受
賞
者

を
20
人
、
み
や

ざ
き
文
学
賞
受

賞
者
を
延
べ
26

人
輩
出
し
て
い

ま
す
。

●
小
西
宏
子
さ
ん
（
甲
斐
元
町
）

　
都
城
市
教
育
委
員
と
し
て
、
13
年
間

に
わ
た
り
本
市
の
教
育
行
政
に
貢
献
。

う
ち
、
８
年
間
は
教
育
委
員
長
を
務
め

ま
し
た
。
都
城
市
民
憲
章
検
討
委
員
会

委
員
を
は
じ
め
、各
種
委
員
も
歴
任
し
、

本
市
の
教
育
と
文
化
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
、
小
説
の
執

筆
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

み
や
ざ
き
文
学
賞
を
平
成
26
年
に
佳
作

「
海
嘯
　
つ
な
み
」、
28
年
に
二
席
「
失

く
し
つ
る
」、
30
年
に
佳
作
「
夢
の
あ

と
に
」
で
３
度
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
市
出
身
の
詩
人
・
富

松
良
夫
の
顕
彰
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
都
城
市
文
化
賞

　
都
城
市
文
化
賞
は
、
本
市
の
文
化
の
向
上
や
発
展
に
顕
著
な
業
績
ま
た
は
功
労
の
あ

っ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。
合
併
以
降
13
回
目
と
な
る
今
回

は
、
１
個
人
と
１
団
体
を
選
定
。
11
月
27
日
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　
☎
23-

２
１
３
２

都城文化誌「霧」創刊100号



15 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2018.12

アルコール度数 5％

アルコール度数 40％ アルコール度数 14％

お
酒
を
飲
む
な
ら
、

「
爽
快
で
陽
気
に
な
る
」ま
で

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
脳
が
ま
ひ
す

る
「
酔
い
」
の
状
態
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
血

中
濃
度
に
よ
っ
て
、
爽
快
期
、
ほ
ろ
酔
い

期
、
酩め

い

酊て
い

初
期
、
酩
酊
期
、
泥
酔
期
、
昏こ

ん

睡す
い

期
の
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
お
酒

を
楽
し
く
感
じ
る
の
は
「
爽
快
期
」
ま
で

で
す
。「
ほ
ろ
酔
い
期
」
を
超
え
る
と
吐

週
に
２
日
は「
休
肝
日
」

　
適
量
で
も
、
毎
日
お
酒
を
飲
む
こ
と
は

身
体
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
週
に
２
日
は

休
肝
日（
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
）を
設
け
、

肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
飲
み
過
ぎ

に
注
意
し
、
体
に
負
担
を
か
け
ず
、
楽
し
く
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

適
正
飲
酒
の
す
す
め

き
気
が
す
る
な
ど
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く
な
る

人
や
女
性
、
高
齢
者
は
早
く
ほ
ろ
酔
い
期

に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。ほろ酔い期までの酔いの状態

アルコール
血中濃度（%） 酒量 酔いの状態

爽快期
（0.02〜0.04）

ビール中瓶１本
まで
焼酎0.7合まで
日本酒1合まで

◦�爽快で、陽気に
なる
◦�皮膚が赤くなる
◦�判断が少し鈍く
なる

ほろ酔い期
（0.05〜0.10）

ビール中瓶2本
まで
焼酎1.4合まで
日本酒2合まで

◦�ほろ酔い気分に
なる
◦�体温が上昇し、
脈が速くなる
◦�自制心が緩む

ビール
中瓶1本
（500㎖）

アルコール度数 20％

焼酎
0.7合
（125㎖）

ウイスキー
アルコール度数 15％

日本酒
１合

（180㎖）

ダブル１杯
（60㎖）

ワイン
1/4本

（約180㎖）

1日の
適度な飲酒量
の目安

　
忘
年
会
な
ど
飲
酒
す
る
機
会
の
多
い
12
月
は
、
飲
酒
運
転

検
挙
者
数
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な
の
力
で

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
23-

７
１
８
３

検
挙
者
数
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

　
今
年
10
月
末
現
在
、
都
城
警
察
署
管

内
の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
58
件
で
、

昨
年
同
時
期
よ
り
も
16
件
増
加
。
県
内

13
警
察
署
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
死
亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
奪
い
人
生
を
狂
わ
す

　
飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
の
命
を
奪
う

だ
け
で
は
な
く
、
被
害
者
家
族
の
人
生

を
一
瞬
で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

飲
酒
運
転
を
し
た
加
害
者
は
行
政
処
分

や
刑
罰
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
的
地
位
や
財
産
も
失
い
ま
す
。
自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
人
生
を
も

変
え
て
し
ま
う
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
結
果
に
な
り
ま
す
。

同
乗
者
な
ど
も
重
罪
で
す

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に

直
結
す
る
、
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
犯

罪
行
為
で
す
。
車
両
・
酒
類
の
提
供
者

や
、
同
乗
者
に
も
厳
し
い
刑
罰
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

地
域
や
職
場
で
の
意
識
向
上
！

　
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座

で
「
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
街
づ
く

り
」
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
の
意
識
を
、
地
域
や

職
場
で
高
め
ま
せ
ん
か
。

飲酒運転検挙者の特徴（平成30年1月～9月）
1月～9月の検挙件数50件のうち、45件の特徴を掲載

検挙時間 飲酒した場所

飲食店
25件
56%

1～3時
11件
24％

22～24時
8件
18％

19～21時
6件
13％

4～6時
5件 11％

16～18時
4件 9％

7～9時
3件 7％

10～
12時
7件 16％

自宅
15件
33%

その他
4件 9％

不明 1件 2％13～15時
1件 2％
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